
面替公民館において、30名の出席のもと以下の事項が決まりました。

　・25年度決算

　・26年度事業　　野生フジバカマの栽培面積拡大（Ｋさん畑、Ｉ さん畑）

　・第2回アサギマルシェの開催

　・ホームページの開設

　・役員改選　( 監事 )

野生フジバカマの栽培面積を増やすべく新たにＫさん、Ｉ さんの畑を借りて移植。奥のＩＯさん
の畑の園芸種をやめ、野生種に切り替えました。

　大星・アサギマダラの会通信
Ｎｏ．7　　　2014年12月7日発行

　本会の移植日前日の4月18日、児玉・アサギマダ
ラの会（２月11日に発会）の皆さんが、苗の掘り取
りに見えました。児玉交流センターの横に立派な
畑を作り、アサギマダラの飛来に夢をふくらませて
います。

2月8日（土）

4月19日（土）

　閉会後、浅間縄文ミュージアム学芸員の堤先生
より、面替クラインガルテン建設予定地の埋蔵文
化発掘調査結果について講演がありました。花畑
を含めたこの一帯に縄文時代の遺物が大量に出
土していましたが、今回の調査でその遺跡の上に
平安時代の遺跡も確認され、「利」と墨書された器
も見せてもらい、遠い昔がとても身近に感じられま
した。

児玉・アサギマダラの会 苗堀りに 

フジバカマ移植作業 

総会 



9月27日（日）

　　　　

会員のＳさんに作成して頂きました。
「大星・アサギマダラの会」で検索できます。

　信濃毎日新聞７月１７日付の記事にも掲載されましたが、緑の中に金箔の
点々の宝石はとても生物とは思えない美しさであり、来館者も一様に感動し
ていました。数日後２頭とも無事飛び立っていきました。

　昨年の大盛会に倣い今年も大星神社に関係者一同参拝し成功を祈願、ワインで乾杯し心
をひとつに。駐車場も、出入り口道路が拡幅・舗装されスムーズに。
　事前に信毎・週刊さくだいら・“よくだにい”・FＭ長野・ＦＭ軽井沢に流して頂き宣伝もうまく
いきました。また、当日もＦＭとうみ・ＮＰＯ法人信州御代田ハピネスプロジェクトの取材があ
り、今後に繋がるものと思われます。
　今回初企画“俊智とともに”の中で、正副会長が旅する蝶を想い“遠い世界に”を熱唱。
　今年も蝶の数が少なく、思うようにマーキングできなかったこともあり、会長が３０分ほどア
サギマダラ、フジバカマ、イケマの話をしました。2回目になるとリピーターも多く和気あいあ
い、大勢の皆様に楽しんで頂けたと思います。
　“お金もかからず、のんびり楽しめる。これはいい！”という長野市からのお客さんの一言
が耳に残った一日でした。

　5月31日に全員で始めました。
　今年は面積も増えた為、7～9月は毎週土曜日の
午前中を中心に実施しました。

草取り 

「サナギ」 エコール御代田に展示 

「第2回アサギマルシェ＠面替」開催 
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ホームページ 
9月1日 よくだにい掲載 

 


